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ルワンダ月報（２０２１年７月） 

 

※以下は、明示的に記載されたものを除き、ルワンダ通信局（Rwanda News Agency）の記

事のとりまとめ。 

 

１.内政・外政 

● ４日、解放記念日にカガメ大統領がルワンダ国民及び友好国に向けてスピーチ。ルワ

ンダの自立のため、ワクチンをはじめとする医薬品製造能力の確立に向けて尽力して

いると発言。 

● ９日、カガメ大統領がウルピライネン欧州委員（国際パートナーシップ担当）とテレ

ビ会談、ワクチン製造への協力について協議（８日）。（The New Times 紙） 

● ９日、ルワンダ政府が、モザンビーク政府の要請により、ルワンダ国防軍（ＲＤＦ）

とルワンダ国家警察（ＲＮＰ）の統合部隊 1,０００人を派遣。 

● １４日、閣議において、国民統一・市民参画省を新設。同省は国民統一・歴史的記

憶・市民権教育の役割を担う。 

● １４日、ガテテ・インフラ大臣が、水衛生公社（ＷＡＳＡＣ）の分割を発表。ＷＡＳＡ

Ｃには開発プロジェクトを担当する部署と水道料金徴収により歳入管理を行う２部署

が存在し、同大臣はこれらを分割する考えを明らかにした。 

● １５日、新フランス大使がビルタ外相に信任状の写しを提出。 

● １５日、緊急事態省が１３日に発表した報告書によると、５月に発生したニーラゴン

ゴ火山爆発に伴う地震の被害が９１０億フラン（約９，０００万米ドル）以上に上っ

た。 

● １７日、国連が国連中央アフリカ多面的統合安定化ミッション（ＭＩＮＵＳＣＡ）に

派遣中のルワンダの国連平和維持要員にメダルを授与。 

● １８〜２２日、第４１回仏語圏市長会議がキガリにて開催、２００人以上が参加。 

● ２０日、キガリ市がパリ市とパートナーシップ協定を締結。（The New Times 紙） 

● ２１日、ルワンダ解放民主軍（ＦＤＬＲ）の指導者のレニン・キジマ・サビンがコンゴ

（民）において人道に対する犯罪で懲役１０年を言い渡される。 

● ２１日、ジェノサイドを扇動した罪で２０１４年にルワンダ国際刑事裁判所（ＩＣＴＲ、

２０１５年に国際刑事法廷メカニズム（ＭＩＣＴ）に移行）に懲役３０年を言い渡され

ているンギラバトワレ元計画大臣が、セネガルに移送され、残りの懲役期間をセネガル

で服役する旨、同元計画大臣の監督者が発表。同元計画大臣は、ジェノサイドに資金提

供を行ったとして起訴されているカブガ被疑者の義息。 

● ２６日、ガミジェ保健大臣が、ルワンダ国内における新型コロナウイルスの変異株６

種（デルタ株を含む）の存在を確認。 

● ２７日、ムンユザ・ルワンダ国家警察（ＲＮＰ）長官がマラウイ訪問。マラウイ警察

との協力及び多国籍化する組織犯罪に対する連携の継続について協議。 

● ２８日、米，仏，ナイジェリアの新駐箚大使の信任状奉呈。 
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● ２８日、カガメ大統領が米国アフリカ・ビジネスサミットにオンライン参加し、アフリ

カにおけるコロナワクチンの製造に向けた米国の支援の動きを歓迎する旨発言。 

● ２８日、ルワンダ訪問中のアンゴラ国防長官がカズラ・ルワンダ国軍（ＲＤＦ）参謀

総長と会談、二国間の軍事協力の強化について協議。 

● ２８日、国連が国際連合南スーダン派遣団（ＵＮＭＩＳＳ）に派遣中のルワンダの国連

平和維持要員にメダルを授与。 

● ２９日、ルワンダ政府がモザンビークに派遣中の部隊で１人負傷。 

● ２９日、ワクチン製造関連で，kNEUP 財団（ＥＵ関連の非営利団体）がルワンダを視

察。外務大臣、保健大臣、ＩＣＴ・イノベーション大臣と面談。（The New Times 紙） 

● ３０日、ルワンダ政府が、２０２０年９月にカヨンザ県（Kayanza）で起きた襲撃事件

に関与したとみられる１９名の被疑者をブルンジ当局に引き渡し。 

● ３１日、カガメ大統領は中部アフリカ諸国経済共同体（ECCAS）首脳会談（リモート）

に出席。ルワンダはアフリカ大陸自由貿易圏（AfCFTA）における特恵関税の導入に向

けて旗を振っていると発言。 

 

２.開発協力 

● １日、ンギレンテ首相がＩＭＦのアンドリアナリベロ理事（ルワンダを含むアフリカ

２３カ国を担当）と面談。ルワンダ経済概況等及びルワンダの発展に向けたＩＭＦと

の連携について意見交換。 

● １日、ルワンダ開発庁（ＲＤＢ）がＥＵとルワンダの観光及び保健分野の促進にかか

る３６億フラン（約３５０万米ドル）の協力に合意。ルワンダ国内におけるワクチン

製造に向けた投資促進を含む。 

● １３日、ルワンダとＥＵが２０２１–２０２７年のプログラムについて協議。①若者の

教育、技術及び雇用、②農業及び都市化に焦点を当てたインクルーシブな開発のため

のグリーンディール、③民間セクター開発を含む政治経済の意思決定（governance）

を優先分野とする。 

● １４日、アブダビ開発基金が、ラムブラーニャンゲ間の道路２２キロ（南部県と西部

県を繋ぐルベンゲラームハンガ道路の一部）の改修のため、１，５００万米ドルの借

款に合意。 

● １５日、カガメ大統領がアビジャンで開催された世銀グループＩＤＡの会合にオンラ

イン参加。ＩＤＡ第２０次増資支持を表明。 

● １６日、ＵＮＨＣＲがリビアからの亡命希望者１３３名をルワンダに移送。 

● １６日、ＥＵがルワンダＵＮＨＣＲに１５０万ユーロの支援を実施。同支援は、マハ

マキャンプに居住するブルンジ難民の自主帰還、法的支援、子どもの保護に関するサ

ービスの強化、性及びジェンダーに基づく暴力の防止のほか、難民及びホストコミュ

ニティに対する新型コロナウイルス・ワクチンの摂取に向けられる。 

● １７日、アジアインフラ投資銀行（ＡＩＩＢ）が、コロナの影響を受けた民間セクタ

ーの支援のため１億米ドルの借款を決定。投資クレジットラインの半分以上は中小企
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業セクター向けで、サブローンの３５％は女性が所有または経営する企業向け。 

● ２２日、北欧開発基金（ＮＤＦ）がキガリ市の洪水対策のため６００万ユーロ（その

うち４００万ユーロは借款、２００万ユーロは無償）を支援。（The New Times 紙） 

● ２２日、世銀が、民間セクターによるインフラへ投資に焦点を当てたルワンダ経済指標

の最新版を発表。ルワンダ政府が目標とする実質ＧＤＰ成長率６．５％を達成し、ＳＤ

Ｇｓを達成するためには、２０１９年から２０２４年にかけてＧＤＰにおけるインフラ

投資額が８．４％増加する必要があるとし、公共投資の効率を向上させるための制度及

びメカニズムの導入、民間企業の参入を促進するためのフレームワークの強化等、イン

フラギャップの解消に向けて民間セクターの役割を高めるための提言を行っている。 

● ２３日、ンギレンテ首相が、技術学士（Bachelor of Technology）及び技術修士

（Mater of Technology）プログラムを創設する考えを明らかにした。また、２０２４

年までに既存の一般学校に５６の技術教育・職業訓練（ＴＶＥＴ）校を新設すると発

表。新年度が開始する今年９月までにＴＶＥＴは３６５校から４５４校に。 

● ２３日、米国がルワンダ・バイオメディカルセンター（ＲＢＣ）にコロナ患者の診

療・治療のため５台のレントゲン撮影機（２億２，０００万フラン（２１万８，００

０米ドル）相当）を供与。 

● ２５日、ＵＡＥがコロナワクチンを含む医療機材９トンを供与。患者用ベッド、呼吸

器、ワクチン等。 

● ２６日、難民及びホストコミュニティ支援のための国際開発協会（ＩＤＡ）の無償資

金協力２，０００万米ドルにより、ルワンダ政府が２５０教室を難民キャンプ周辺に

新設予定。 

● ３０日、ルワンダ人社会企業家のクウィゼラ（Ms. Christell KWIZERA）氏が、自身の

NGO の活動を通じて１０万人以上のルワンダ人への水供給を可能にしたとして、英国女

王による Commonwealth Points of Light 賞を受賞。 

 

３.経済 

● ２８日、独立発電事業者（ＩＰＰ）の ENERGICOTEL 社が、長期固定金利の社債の第１

トランシェ３５億ルワンダ・フラン（約３４０万米ドル）を発行。ルワンダ証券取引

所の流通市場で取り引きされる。 

以上 


